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Summary

AStudyontheCircularUseofLivestock'sUrineinKishimaAreaSagaPrefecture

Itispossibletoreturnlivestock'Surinetoenvironmentsafelyandtoreuseitasresourcethrough

biologicaldecomposition.Mostoflivestock'surine,however,isdisposedofunsuitably,anditisre一

CardedasoneofprlmeCausesOfwaterpollutionnow.

Since1999,livestockfarmersareobligatedtodisposeoflivestock'Surinesuitablybylaw.Inthe

otherwords,livestockfarmershavetopaythecostoflivestock'surinedisposition.

Thepurposeofthispaperistoinvestigatetheeffectsandproblemsoftherecircularprocessof

livestock'surinepracticedinKishimaareaSagaPrefecture.

InKishimaarea,livestock'Surineisreusedasliquidfertilizerwithakindofsimpleprocess,by

whichlivestock'Surinesimplymixedwithsomephosphoricacidandsiliconeisusedasonekindofliq-

uidfertilizer inpaddyfields.

Themeritsofthedispositionprocesstolivestockfarmerscanbeconcludedas:firtly,thecost

oflivestock'Surinedispositioncanbecutconsiderably,secondly, farmlandcanbereservedby

recirclaruseoflivestock'surine,andthidly,thelaborburdanbearlngWithlivestock'surinedisposi-

tioncanbelightenedgreatly.Aswellthemeritstocultivationfarmersinclude:tolightenthelabor

burdan offertilizerspreading,tocutthecostofthechemicalfertilizer,toimprovethequalityof

riceandtostabilizetheyieldofrice,toprovidethehighvalue-addedagriculturalproducts.

Thetechniqueofrecirclaruseofthelivestock'Surinefortheliquidfertilizerwasdeveloped

fromtheviewpointofintra-reglOnalcircularuse.Therefore,itishopefllltoconvertthesocialcostof

environmentconservationforthereglOnalcommonbenefitsintofarmer'sindividualcosteconomically

bythisway.

1.はじめに

1)研究の背景と目的

畜産糞尿などの有機系廃棄物は,生物 (動植物や

微生物)に由来する資源で,生物学的分解によって,

環境中に安全に還元していくことが可能であり,か

つ再び有用な資源として再生していくことが可能な

ものである｡現在,家畜糞尿は,糞が6,500万 トン,

尿が2,900万 トン発生している｡ 多くの場合､糞の

大半は堆肥として農地に還元されているが,尿の多

くは不適切な処理によって地下水を汚染したり,河

川に垂れ流しされている｡
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有機系廃棄物を資源として再利用することで,磨

棄物全体の量を減らすだけでなく,肥料という新た

な資源をうみだす可能性があるのにもかかわらず,

環境の汚染源となっているのが現状である 〔4〕｡

佐賀県杵島地域では,畜産尿を汚水として処理す

るのではなく,液肥として利用する試みをおこなっ

ている｡ このことで､家畜尿の安価な処理と有機肥

料の提供が可能となっている｡

本研究では,佐賀県杵島地域でおこなわれている

家畜尿の循環利用の現状を報告し,その成果,課題

を考察する｡
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2)家畜糞尿処理の課題一環境コストの登場-

わが国では1999年に ｢家畜排せつ物の管理の適正

化及び利用の促進に関する法律｣(法律第112号)が

定められ,同年11月に施行された｡この法律では,

家畜排せつ物の適正な処理について,家畜排せつ物

の ｢適正な管理｣と ｢利用促進｣という2つの柱が

示されている｡

家畜排せつ物の適正な管理とは,家畜排せつ物に

よる環境汚染防止の視点である｡家畜排せつ物は,

地下水,河川の汚染,悪臭,病害虫等の環境問題の

直接的要因となる｡ この法律によって,糞尿の野積

み ･素掘りなどの不適切な処理が全面的に禁止され,

排継物の流出を防止するための雨水対策が求められ

ることになった (参考資料 1)0｢家畜排せつ物の利

用促進｣とは,農業資源としての家畜排せつ物の利

用の視点である (註1)0

この法律の制定によって,畜産農家には家畜排せ

つ物の適正な管理が,耕種農家には家畜排せっ物の

利用の促進が求められるようになった｡固形物であ

る糞は,堆肥舎での切り返し,強制送風や摸拝発酵

など一連の処理技術が確立され,袋詰め等によって

運搬も容易である｡

一方,家畜尿の処理及び利用については,以下の

ような様々な課題があると考えられてきた (註2)0

(D尿は土地に還元する他には,浄化処理しか手だて

がなく,処理に係る施設費やランニングコストが

高い｡

(参耕種農家では,液状で大量の尿を取り扱い,貯蔵

するのは困難なうえ,悪臭がひどく利用し難い｡

③肥料特性として窒素,カリ成分が高く,そのまま

では偏った施肥となる｡また,季節により尿に混

じる雨などの水量が異なり,成分が一定でなく利

用し難い｡

④投棄的な土地還元は硝酸態窒素による地下水の汚

染などが考えられ,たくさんの還元農地が必要で

ある｡

それゆえ,多くの畜産農家では適切な尿処理がな

されずに放置されて,周囲の環境に大きな負荷を与

え続けている｡｢台風や大雨にまざれて,尿だめに

たまった尿をごっそり川に流す｣｢田んぼに肥料と

して使うときもあったが,尿の捨て場として田んぼ

に入れているので,米がまともにできない｣といっ

た次第である｡

しかし,｢家畜排せつ物の管理の適正化及び利用

の促進に関する法律｣の制定によって畜産農家は尿

をきちんと処理する義務が発生した｡

家畜尿の適切な処理技術には,活性汚泥法 (註3),

生物膜法 (註4)等があるが,いずれの場合も処理

装置の建設費やランニング･コストが高い｡メーカー

や装置の種類によって多少の差はあるものの,例え

ば,母豚300頭規模の養豚農家が家畜尿浄化処理装

置を導入する場合,その建設費は約6,000万円, ラ

ンニング･コストは月額約38万円にもなる (第1表)0

このような処理方法は,畜産農家経営を圧迫する｡

規模の小ささに比例して建設費は小さくなるわけで

はないから,中小規模畜産農家にとっては,その経

営をさらに圧迫することになる｡

畜産農家も,工業と同様に,無料で廃棄物を垂れ

流し,環境に負荷を与え続けることは許されなくなっ

た｡畜産農家にとっての環境コストの登場である｡

第 1表 家畜尿浄化処理装置の建設費と運転費用

建設費 運転経費 (月額)

母豚 300頭一貫 ¥62,500,000電気料¥285,400
汚水量-30m3/日 薬品代¥ 95,000
母豚 800頭一貫 ¥96,500,000電気代¥393,500

※処理方式 :連続式二段酸化活性汚泥方式

資料 :畜産情報ネットワークホームページより作成
(http://group.h.go.jp/Ieio/tkj/tkj14/tokusI42.htm)

2.事例地域における家畜尿の利用方法

1)尿液肥利用技術確立の軽韓と特徴

一般的な畜産尿の処理は,人間の尿尿と同様な処

理方法をおこなうため,上述のような莫大な建設費

とランニング･コストが求められる｡

しかし,佐賀県杵島地域では,集約的な設備を用

いずに家畜尿を処理し,尿液肥として水田に施用し

ている｡その結果,畜産農家にとっては尿処理の低

コスト化,耕種農家の施肥作業の省力化と肥料代の

節減が可能になっている｡

従来,杵島地域の畜産農家は,家畜尿を飼料畑に

散布したり,素堀の穴に投棄するなどし,家畜尿の

処理が問題となっていた｡そこで,佐賀県杵島農業

改良普及センターでは,1997年6月から先進事例の

調査を開始し,プロジェクトチームが実験を重ね,

水稲における尿液肥利用技術を確立した｡

この尿液肥利用技術の特徴の一つは,食品用リン

酸の添加による悪臭防止対策である｡ リン酸を添加

してpHを下げ,アンモニアの揮散量を減らすこと

で,悪臭を防ぐ｡また, リン酸の添加は悪臭防止だ

けでなく,肥料成分であるリンを補完する役割も果

たしている｡豚尿の成分は,窒素0.3%, リン酸0.0

3%,カリ0.15-0.2%,牛尿の成分は,窒素0.5%,
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リン酸0.05%,カリ0.5%くらいで,窒素とカリに

比べてリンが極端に少ない｡これらの家畜尿にリン

酸を添加することで,肥効を高める｡

尿液肥利用技術の特徴のもう一つは,シリコンの

添加による悪臭防止対策である｡ リン酸を尿に添加

すると激しく化学反応し発泡する｡そこで,リン酸

を添加する事前に,シリコンを消泡剤として加え,

アンモニアの揮散量を減らし悪臭を防ぐ｡

このように,きわめて安価でシンプルな方法が,

杵島地区での尿利用の技術として確立された｡

杵島農業改良普及センターは,1998年から武雄市

の水田において,管内の豚飼養農家から入手した豚

の尿を用いて実証試験を開始した｡1999年は豚の尿

を用いた試験を,前年と同じ水田で継続して実施し,

更に,乳用牛の尿での試験を福富町の水田で実施し

た｡取り組み開始から3年を経過した2000年は,武

雄市4.1ha,福富町1.6ha,白石町1.1haの計6.8haで

実践され,その規模は着実に拡大している (第2表)0

なお,液肥を利用した水稲栽培の品種も,ヒノヒ

カリからヒヨクモチ,コシヒカリ,あこがれへと拡

大してきている｡(第3表)(註5)0

第 2表 佐賀県杵島地域における有機液肥利用面積

平成 10年度 平成 11年度 平成12年度
(1998年度) (1999年度) (2000年度)

武雄市 0.5ha 2.2ha 4.1ha
福富町 - 0.3ha I.6ha
白石町 - - I.Iba

資料 :佐賀県杵島農業改良普及センター資料より作成

第3衰 平成12年度有稚液肥利用の取り組み概要

地区 面積 栽培品種

武雄市若木町 2.8ha ヒノヒカリ,あこがれ
楠町 1.3ha ヒノヒカリ,ヒヨクモチ

白石町 1.1ha ヒノヒカリ

資料 :佐賀県杵島農業改良普及センター資料より作成

2)液肥の施用量と運搬 ･散布方法

杵島農業改良普及センターの試験によれば,尿に

含まれる窒素量は,豚2,000-4,000ppm,牛4,000-

8,000ppmであり,豚2,500ppm,牛5,500ppmとして

計算すると液肥の施用量は第 4表のようになる｡ た

だし,液肥の成分は畜舎や採取時期等で変動するの

で,あらかじめ尿中のアンモニア態窒素量を測定し,

栽培基準に応じて施肥量を決定する｡

運搬方法は,尿潜から固形物が入らないようにポ

ンプを利用して汲みあげ,ステンレス製の特注容器

(3t)や1t～0.5tのポリタンク,バキューウムカー

を用いて運搬する｡次に,耕種農家によって水田や

水路のそばに設置された1tポリタンクに (註6),

畜産農家が尿を移し替える｡ なお,この尿のやりと

りは,畜産農家と耕種農家間の金銭的なやりとりな

く行われている｡

その後,耕種農家が,ポリタンクに移し替えられ

た尿にシリコンとリン酸を添加する｡添加量は,元

肥の場合,尿 1tに対 して, シリコン50m1, リン

酸2.51である｡

元肥の散布方法は,まず圃場の均平化,代掻きを

丁寧に行う｡圃場に凸凹がある場合,液肥の濃度差

が生じるからである.田植え後3-5日目,圃場を

超浅水 (ひたひた水)の状態にして,調整した尿液

肥を港概用水と一緒に流し込む｡この際,濃度差が

生じないようにポリタンクのバルブを調整し,10a

当たり30分以上かけゆっくりと流し込む｡その後,

水深が4-5cmになるまで30分以上かけて押水を

行い,尿液肥を均一に拡散させる.施用後は潅漑水

が流入しないように排水口をしっかりと止め,減水

するまで放置し,その後,通常の管理を行う(註7)0

3.事例地域における尿液肥利用の成果

佐賀県杵島農業改良普及センターの試験結果と実

践農家-の聞き取り調査によって,尿液肥利用の成

果を示す｡調査対象農家は,杵島地域の耕種農家3

戸,耕種と畜産の複合経営農家 1戸,畜産農家1戸

第4表 有穏液肥の施肥量

豚尿 牛尿施肥 元肥 中間追肥 穂肥 1 穂肥2 元肥 中間追肥 穂肥 1 穂肥2品種 〟lOa t/lOa t/lOa t/Io且 〟lOa t/10a 〟lOa t/lOa

七夕コシヒカリ I.4 0.8 0.6 0.4

あこがれ 1.6 1.2 0.7 0.6

ヒノヒカリ I.8 0.8 ､1.3 0.8 0.4 0.6

資料 :佐賀県杵島農業改良普及センター資料より作成
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第5表 調査対象農家の概要

A農家 (角) B農家 (稲富) C農家 (塘) D農家 (塘秀 E農家 (川崎)

地域 武雄市橘 白石町須古 福富町福富 福富町福富 白石町
分類 耕種 耕種 耕種 複合 畜産

家族労働力 2名 2名 2名 2名 1名

雇用労働力 - 常雇 1 - - 常雇 1,臨時1
経営耕地面積 5.19ha ll.57ha 3.92ha 2.39ha 0.35ha

水田面積 5.19ha ll.57ha 3.92ha 2.39ha 0.35ha

液肥施用面積 0.2tha I.38ha 0.88ha 0.49ha -

液肥施用品種 ヒヨクモチ ヒノヒカリ,ヒヨクモチ 七夕コシヒカリ 七夕コシヒカリ -

家畜飼養頭数 - - - 乳牛 :平均25肉牛 :平均 10 豚 :平均 lOOO
家畜舎数 - - - 1 35

資料 :聞き取り調査より作成

の計5戸である｡ 調査対象農家の概要は,第5表の

とおりである｡

1)畜産農家に及ぼす効果

(》尿処理費用の軽減

杵島地域で実践されている家畜尿の液肥化の方法

は, リン散,シリコンを加えるという簡便な方法で

ある｡それゆえ,家畜尿浄化処理装置のような膨大

な設備費 ･ランニングコストを必要としないし,中

小規模畜産農家への導入も可能である (註8)0

畜尿を水田での液肥として利用する技術は第4表

および資料3のように簡便に表現されて,地域の農

家に配布されている｡多くの農家が容易に取り組め

るレベルにまで洗練され,かみくだかれている｡

②尿散布場所の確保

家畜尿は,肥料としての実績もなく,技術的な積

み重ねもなかったため,尿散布場所は畜産農家の私

有地に限定され,尿散布場所の確保が困難であった｡

しかし,畜尿を水田の液肥として利用する簡便な

技術が完成することで,畜尿は多くの水田で利用さ

れるようになってきている｡

D農家は,従来,糞は野積みし,尿は自らの畑に

散布してしていた｡しかし,夏は畑で飼料作物,水

田で稲を栽培しているので,尿を散布するための農

地が不足する｡そこでD農家は,常時尿を散布する

ために,自家の柵の一部を作付けせずに空けていた

はか,離れた場所の畑にもまきに行くなど,散布場

所の確保に苦労していた｡しかし,液肥として尿を

利用することになり,夏季の尿の散布場所が確保で

きた｡

E農家は,従来,糞は堆肥にして白石地区の耕種

農家に販売し,尿は同地区の耕種農家の農地に散布

していた｡

｢畜尿の液肥化技術によって,適切な散布量や散

布時期が確立され,肥料としての位置づけが明確に

なった｡耕種農家による尿液肥としての認知度も高

まり,以前より散布しやすくなった｣と感じている｡

つまり,家畜尿を適切に処理し液肥化することで,

農業資源としての利用価値と認識が高まり,遺元農

地の確保が容易となった｡

(多尿運搬 ･散布労働の軽減

前述のように,D農家は,民家から遠くの圃場ま

で運搬し散布していた｡しかし,この尿液肥化技術

によって悪臭の発生が抑えられ,近くの圃場にも散

布可能になった｡

また,尿を畑に散布する場合,散布場所までの運

搬と畑に入っての尿の散布という二つの作業が必要

であった｡しかし,尿液肥を水稲栽培に用いるよう

になってから,散布する圃場まで運搬するだけでよ

くなった｡

これらの点で,尿液肥利用技術は,畜産農家の尿

運搬 ･散布労働を軽減し,省力化を可能にしたと言

える｡

2)耕穫農家に及ぼす効果

①施肥労働の軽減

尿液肥を利用した水稲栽培のメリットの一つは,

施肥労働の軽減である｡従来,水田圃場に入って手
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有機液肥を利用した葉々米作り

メリット

I.有機液肥の施用方法

ト 家系環を､底乾物が入らないように水Ct)

ポンプご容器 (ポリタンク､ステンL/ス

タンク､バキューム等)にくみ取りますe

I暮.有機液肥の施用量

日.留意点

1.罵機液肥を使って付淑価値が高い特別栽培米を生産することか可能です｡

2.用水と-‡酎こ､流し込むだけで.燕や作義!
3.舵料コストが安く済みます｡

4.収義は遺籍の肥料を健ったお米と岡尊で､更にタンパク奮蔦が低い美味しいお米を作ることもできます｡

5.家畜床の萄効活用となります｡

2 家畜尿に消泡杉 (シリコン)とIJン酸 3 日藩 燭 は､ひた ひ た水の状感に しておき 4 再機液肥を流す時間沫30分～1時間程

(食品添わロ用)を入れ､プノンモ二ア費を ます ｡ 虐め後は､水深L4-5cm以上になるまで

隙<と共に､リン酸成分を拙えま弓` (2濁 機 海 胆は薗 軌こ据えたタンクへ捗 30分以上押水を行い､責槻液肥が均一

消機液肥の出来上がり目 し､用 水 と-津L流し込みます勺 にr1-､がる様にしますや

- 呈 雄 尿翻 し脱 ｣ …す.… .警 警 禦 讐

一､､--.､＼し_.__r施 肥■､､品 樺 tう .ACa 誓 lBdBae t讐 三a t誓 .28 ㌦ ラ濃 デ,W漂 t讐 占a .潔 .2a

､､､､七夕コシヒカリあ こ が れ 1.4 0.8i.6 1.2 0.6 0.4{ 0.7 0､6

ヒ ノ ヒ カ リ 1.8 0-8 1.3 0.8 0.4 0.6

注 1)膿尿は､2500ppm､年尿135500ppmの窒素濃度で計葬 (概算値)～
2)売掛ま､尿1tに対しこ､リン帝2.5色とシリコン5()mQを加える.
3)尿の奪菜成分は､轟薫､采軒時期等ぞ変動すg)ため､戒分の分所を巧って8安とします.

1)充分な水報が確保できる鋼場であること.,

2)圃場からの漏水等がない様に注恵する｡
3)圃鳳まできるだけ均平化を函る｡
4)尿に由来する ｢宍い｣は若干残るため､住宅鴨等の近くでの頗用は避ける｡
5)上水道取水口近くでの利用は避ける｡

6)リン酸は強軽性であるため､コム手袋等をし､肌に直接触れないように注意して凝う｡(必ずシリコンから先に入れる)

佐賀農業 4農村むらぐるみ発展運動

武雄 ･杵島埼区経営技術指導が

杵 島 農 業 改 良普 及センタ ー

5 葛城瀬鞍は漢動的に肥カかあらわれるの

で熟色が良く､美妹しいお米か積れます｡

詳しい内容は､杵島農業改良普及センターまで

おたすねください｡

TEL(0952)84-3625
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中村 修 ･佐藤剛史

で散布 していた施肥労働が,有機液肥を港概用水と

一緒に流 し込むという作業だけで可能となる｡肥料

バケツを腰に下げて,ぬかるんだ水田圃場に分け入

るのは重労働である｡ 農業の担い手の高齢化,兼業

化が進む中で,こうした施肥労働の軽減は,農家に

とっての大きなメリットであろう｡

B農家は ｢液肥は水口から流 し込むだけなので今

までより労力が少なくてすみ,特に夏の暑い時期の

作業時間の短縮は農家にとって喜ばしい｣としてい

る｡ 同じく,A農家,C農家,D農家 も労働が楽に

なり,労働時間が削減されたとしている｡

②肥料費用の節減

杵島農業改良普及センターでは,肥料費用を化学

肥料3,865円/10a,豚尿液肥2,842円/10aと試算 し

ており,10aあたり1,027円のコス トダウンが可能に

なるとしている｡この試算基礎は第 6表のとおりで

ある｡

この液肥費用は, リン酸代とシリコン代から試算

されている｡それゆえ,窒素濃度が高 く,尿液肥の

施用量が少なくてすむ牛尿は (註9),1,275円/10a

と,さらなる費用節減が可能と試算される｡また,

リン酸に関 しては,大量購入等によって今後さらな

る購入コス ト節減の可能性がある.

第6表 肥料費用の試算基礎

元肥 追肥 穂肥 合計

有 尿量 (t) 2 1 2 4リン酸量 (I) 5 2 7

機液 シリコン量 (cc) loo 40 140リン酸代 (円) 1,675 700 2,375

肥 シリコン代 (円) 280 112 392

小計 1,955 812 02,767
化 肥料名 BB464BB464BB602

成 重用阜_(_tg)_______金額 30 15 20

※リン酸6,700円/201,シリコン2,800円/ l

資料 :佐賀県杵島農業改良普及センター資料より作成

③品質,食味の向上と収量の維持

第 7･8表は,圃場内5ヶ所で坪刈 りを行い,収

量,品質を比較 した結果である｡この結果によれば,

慣行栽培とほぼ同等の収量が得 られ,品質 も屑米重

が少なく優れた成績であると言える｡特に,1999年

度は,日照不足や9月下旬の台風18号の影響で佐賀

県全体の作況が86と著 しい不良となったが,実証閲

は収量,品質に優れていた (註lo)0

これは,即効性を有 し (註11),かつ残効が少な

いという尿液肥の肥料特性の効果であると考えられ

る｡ これによって,登熟割合が高 く,タンパク質の

第7表 各年度における収量及び品質 (坪刈り)

精玄米重 屑割合 蛋白含量

(%) (%)

平成 10年度
(1998年度)
平成 11年度
(1999年度)
平成 12年度
(2000年度)

ヒノヒカリ
ヒヨクモチ

ヒノヒカリ
ヒヨクモチ

七夕コシヒカリ
ヒノヒカリ

608 2.9
601 9.8

440 4.3
487 9.2
432 5.2

531 1.7

7.2

7.5

まき
6.5

※ 11年度産は台風被害により作況 86(著しい不良)tF行に比

し約60kgの増収
※ 12年度産は作況 103平年並み程度

資料 :吉岡 〔4〕より作成

第8表 12年産有機液肥の水稲栽培結果 (坪刈り)

品種 来歴 地域 収量 千軽重品質等玄米タンパ
液肥施用状況 (k｡10a) ク値(%)

コシヒカリ有機完全使用福富町 404
コシヒカリ積肥のみ使用福富町 459
ヒノヒカリ有機完全使用武雄市 520
ヒノヒカリ有機完全使用武種市 565
ヒノヒカリ積肥のみ使用武雄市 575
ヒノヒカリ有機完全使用白石町 -

21.1 1 6.0

20.5 1 6.6
23.4 2 6,5

22.8 2 6.2
22.2 1 6.9

1 6_2
※収量は1.8mmふるい上
※慣行栽培は,ヒノヒカリで480- 540kgの収量｡玄米タンパク値は7前
後が目梼｡

少ない食味のよい米の生産が可能となっている｡ こ

の有機液肥栽培米は,2000年から佐賀県の食味コン

テス トで上位入賞 している｡

B農家は,｢液肥を施用 した稲は出穂時期が遅れ

気味だったが,収量はよかった｣としているし,C
農家は,｢米の粒が大きく均一になり, くず米が少
なくなった｣としている｡

④生産農産物の高付加価値化

上述のように液肥の肥料特性によって食味のよい

米の生産が可能になるし,尿液肥を元肥,追肥,穂

肥に施用すれば無化学肥料栽培が可能になる｡ これ

によって高付加価値販売と収益性確保の可能性が生

まれる｡

杵島地域では,無化学肥料栽培米等の特別栽培米

杏,JAが1俵60kgあたり最低500円のプレミアムを

つけて買い取っている｡

4.尿液肥利用の課題

畜尿液肥の利用は,畜産農家,耕種農家,地域環

境に上述のようなメリットをもたらすが,課題も残っ

ている｡

①尿液肥の利用が耕種農家に及ぼす効果の一つに,

肥料費用の削減を挙げたが,その液肥費用の試算に

は,尿の運搬費用,散布費用等は含まれていない｡

例えば,耕種農家が液肥散布のために追加的に必要

とされる1tポ リタンクの価格 は, 1個 あた り

55,000円である｡

-6-



佐賀県杵島地域における家畜尿有効利用の取り組みと課題

武雄市の場合,このポリタンク,リン酸,シリコ

ンの購入コストを,行政とJAで組織する ｢リサイ

クル協議会｣が ｢家畜排継物リサイクル推進事業｣

として負担している｡聞き取り調査によれば,その

理由を ｢基本的には耕種農家がこれらの費用を負担

すべきだが,まだ尿液肥利用技術は発展段階であり

リスクが伴うため｣としている｡つまり,尿液肥利

用が定着するまでの,限定的助成と考えている｡

それゆえ,このポリタンクの原価償却等を含めて

考えた場合,尿液肥の利用が耕種農家の経営的にメ

リットをもたらすかどうか再検討する必要がある｡

②尿液肥の利用が耕種農家に及ぼす効果の一つに,

農産物の高付加価値化を挙げたが,杵島地域の実践

農家はこの500円のプレミアムに満足 していない

(第8表)｡十分なプレミアムが発生していない理由

の一つは,杵島地域では,無化学肥料栽培等の特別

栽培米の認証 ･表示等を行っていないことであろう｡

農産物の高付加価値化は,認証 ･表示制度の確立

や流通 ･消費先との契約などの販売戦略が必要であ

る｡ 尿液肥利用の普及のためには,技術の確立だけ

でなく,農家の努力やリスクを補償するような価格

プレミアムを発生する流通,販売方法の確立も必要

である (註12)0

第8表 特別栽培米の収益性に関する感想

回答内容

ア 満足 している

40-60歳代

の専業農家
人数 %
8 9.3

イ 特別栽培米であるから仕方ないと思 う 36 41.9
ク 満足 していなし 42 18.8

86 100.0

資料 :磯部信之 ｢特別栽培米生産の展開条件一旧杵島農業協同

組合管内における稲作農家を事例に-｣九州農業経済学
会第 54回佐賀大会個別報告賓料,2001年 10月,をも
とに作成

③これまでは,農協との連携を図りつつ,農業改

良普及センターが中心となって,技術面の指導,尿

液肥利用技術の啓蒙 ･普及活動,尿の確保や散布先

の斡旋を行ってきた｡今後は,そうした活動を担う

地域組織の構築が必要である｡

例えば,尿液肥は港概水と一緒に流し込むので,

その施用は水条件に左右され,水利用が制限される

場合,尿液肥の利用は難しくなる｡こうした組織が

水利の調整等も行えば,尿液肥の利用はさらに容易

になるであろう｡ちなみに,平成12年度には,武雄

市若木地区では自主的な運営が定着しつつある｡

-7-

5.結語一資源循環型農業の構築に向けて-

OECDでは環境汚染の防止,回復については汚染

者負担の原則 (PPP)が確立されているが,農業に

関してはPPP原則の適用が除外されると理解されて
きた｡しかし,今回の 『家畜排せつ物の管理の適正

化及び利用の促進に関する法律』は,畜産糞尿問題

については事実上PPP原則の適用を想定したうえで

の施策と理解すべきだろう 〔5〕｡つまり,畜産糞尿

は畜産農家の責任で適切に処理すべきものと理解さ

れる｡

E農家のように,｢糞尿の処理施設にかかる経費

は必要経費である｣と考え,処理コストを内部化し

適切な糞尿処理を行っている畜産農家も存在する｡

しかし,一方では尿処理装置の建設費とランニング･

コストが畜産経営を圧迫し,離農する農家が存在す

るのも事実である｡

本研究の事例地域で実践されている尿液肥の利用

は,集約的な装置を必要とせず,安価なコストで適

切な尿処理を可能にする｡実際,杵島地域の事例で

は,尿液肥の利用技術は実践可能なレベルで確立さ

れ,畜産農家の尿処理を容易にしていることが明ら

か となった｡

しかし,残された課題もある (註13)｡尿のストッ

ク,運送をどのようにするのか｡誰がやるのか｡コ

ストは誰が負担するのか,という点である｡

ただ,これも畜産農家が一般的な尿処理装置を

6,000万円以上かけて導入し (註14),毎月38万円も

のランニングコストをかけることを考えれば,安く

て簡単な課題である｡

杵島地区では,本来,環境コストが要求されるべ

き畜尿を,農業改良普及センターや農家の協力によっ

て,施用方法が簡便でおいしい米を栽培できる液肥

として活用することができた｡

｢汚水処理 ･環境コスト｣という視点ではなく,

地域内で ｢循環利用｣するという視点から,畜尿の

液肥利用という安価な技術が生まれたのである｡ そ

うであれば,循環を地域全体で活用し,個別の農家

の環境コストを､地域全体のメリットへと転換する,

という社会的技術を生み出すのは困難なことではな

い,と考える｡

例えば,液肥 ･減農薬で栽培した米を地域の学校

給食でプレミアムをっけて高めに購入し,その利益

の半分を畜産農家に還元することで,畜産農家の負

担を軽減する,といった手法である｡地域の環境が

保全されるだけでなく,地域農業も子ども達の健康

も守られるといった社会的費用の削減に,目に見え

総合環境研究 第4巻 第2号
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る形で責献することが可能になるのではないだろう

か｡

杵島地区の今後の展開に注目したい｡

〔1〕小出繁夫 ｢牛尿豚尿は,安くて限りなく魅力

的な肥料｣.『現代農業』2001年3月,農文協,

pp.182-185.

〔2〕小出繁夫 ｢有機液費を利用した水稲栽培に取

り組んで !｣佐賀県杵島農業改良普及センター

資料,2001.

〔3〕中村修 ｢生ごみ分別 ･地域循環の現状と課題｣

長崎大学公開講座叢書12,2000年3月.

〔4〕中村修 ｢九州各地の有機物循環事業について一

環境政策から地域農業政策へ-｣.横川洋編

『地域農業環境プログラムの形成原理と形成条

件に関する総合的研究一九州 ･沖縄地域の環

境保全型農業の類型区分にもとづいて-』平

成11年度～平成12年度科学研究費補助金 (塞

盤研究B(1))研究成果報告書,2001.

〔5〕中島紀- ｢『グリーンストックプランJlについ
てのいくつかの政策理論問題一環境保全型農

業から環境創造型農業へ-｣.『第2回日本有

機農業学会大会資料よ 2001年,pp9-14.

〔6〕吉岡秀樹 ｢佐賀県における家畜尿の有効利用

について｣http://group.ユin.go.jp/leio/

tkj/tkj13/tokus132.htm,2001年12月5日

現在.

参考資料 1 家畜排せつ物の管理の適正化及び利用

の促進に関する法律施行規則

(管理基準)

第1条 家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促

進に関する法律 (以下 ｢法｣という｡)第

3条第1項の管理基準は､次のとおりとす

る｡

- たい肥舎その他の家畜排せつ物の処理又は保

管のように供する施設 (以下 ｢管理施設｣と

いう｡)の構造設備に関する基準

イ 固形状の家畜排せつ物の管理施設は､床を

不浸透性素材 (コンクリート等汚水が浸透

しないものをいう｡以下同じ｡)で築造し､

適当な覆い及び側壁を設けること｡

ロ 液状の家畜排せつ物の管理施設は､不浸透

性材料で築造した貯留槽とすること｡

二 家畜排せつ物の管理の方法に関する基準

イ 家畜排せつ物は管理施設において管理する

こと｡

ロ 管理施設の定期的な点検を行うこと｡

ハ 管理施設の床､覆い､側壁､又は槽に破損

があるときは､遅延なく修繕を行うこと｡

ニ 送風装置等を設置している場合は､当該装

置の維持管理を適切に行うこと｡

ホ 家畜排せつ物の年間の発生量､処理の方法

及び処理の方法別の数量について記録する

こと｡

(平成11年10月29日 農林水産省令第74号)より抜粋

参考資料2 家畜排せつ物の管理の適正化及び利用

の促進に関する法律

(基本方針)

第7条 農林水産大臣は､家畜排せつ物の利用の促

進を図るための基本方針 (以下 ｢基本方針｣
という｡)を定めなければならない｡

2 基本方針においては､次に掲げる事項を定め

るものとする｡

- 家畜排せっ物の利用の促進に関する基本的な

方向

二 処理高度化施設 (送風装置を備えたたい肥舎

その他の家畜排せつ物の処理の高度化を図る

ための施設をいう｡ 以下同じ｡)の整備に関

する目標の設定に関する事項

三 家畜排せっ物の利用の促進に関する技術の向

上に関する基本事項

四 その他家畜排せつ物の利用の促進に関する重

要事項

(平成11年7月28日 法律第112号)より抜粋

(註1)2001年4月からは ｢食品循環資源の再生利

用等の促進に関する法案｣(食品 リサイクル法案)

が施行された..これは,｢食品の売れ残りや食べ残

しにより,または食品の製造過程において大量に発

生している食品廃棄物について,発生抑制と減量化

により,最終的に処分される量を減少させるととも

に,飼料や肥料等の原材料として再生利用するため,

食品関連事業者 (製造,流通,外食等)による食品

循環資源の再生利用等を促進する｣ものである｡ こ

の他,農業関連法以外の ｢容器包装に係る分別収集

及び再商品化の促進等に関する法律｣(容器包装 リ

サイクル法),｢特定家庭用機器再商品化法｣(家電

リサイクル法)等も施行されている｡廃棄物の発生

の抑制 (リデュース),製品の再利用 (リユース),

再商品化 (リサイクル)を推進し,廃棄物の減量と
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資源の有効利用が図られている｡

(註2)吉岡 〔6〕を参照｡

(註3)汚水浄化能力 (活性)を持った微生物の固

まり (汚泥)を利用する方法｡細かくは,回分式活

性汚泥法や連続式活性汚泥法,曝気式ラグーン法等

がある｡

(註4)プラスチック製などの担体 (慮材)に微生

物を膜状に付着させ,その膜状微生物によって汚水

を浄化処理する方法｡細かくは,散水漉床法,回転

円板法,接触酸化法等がある｡

(註5)尿液肥利用技術確立の経緯と特徴に関して

は,小出 〔1〕〔2〕,吉岡 〔6〕及び聞き取り調査に

基づく｡

(註6)このポリタンクは使用時以外には農協等の

倉庫に保管されており,使用日に,耕種農家がポリ

タンクの設置を行う｡

(註7)液肥の施用量と運搬 ･散布方法に関しては,

小出 〔2〕,吉岡 〔6〕及び聞き取り調査に基づく｡

(註8)ただし,尿液肥を水田に施用できるのは水

稲栽培時期だけなので,冬の間,尿を溜めておくた

めの尿潜は必要である｡杵島地域の事例畜産農家は,

半年分の家畜尿を溜めておくことのできる20t～60t

の尿溜を既に備えていた｡それゆえ,尿液肥利用を

開始するにあたって尿滑を新設 ･増設した事例農家

はない｡

(註9)上述のように, リン酸,.シリコンは施用す

る尿の量に比例する (尿1tに対して,シリコン50

ml,リン酸2.51)0

(註一o)佐賀県全体の米の検査等級は,梗米が17.7

% (前年比58.3%滅),もち米20.0% (前年比37.3%)

の上位等級率となった｡

(註11)追肥に化学肥料を用いた場合,翌日に葉色

が変化するのが一般的であるが,尿液肥の場合,施

用した日の夕方に葉色が変化するほどである｡

(註12) しかし,差別化 ･高付加価値化をはかれば,

カントリーエレベータの利用が困難になる｡カント

リーエレベ-ターが利用できるほどの量,尿液肥を

利用した無化学肥料米を確保できていないからであ

る｡

(註13)この他,他地域への応用のために,尿液肥

を利用するにあたっての注意点を明らかにしておこ

う｡ ①地下水の硝酸態汚染を避けるために,上水道

源付近の水田には液肥を施用しない ｡ ②大雨が降っ

てオーバーフローした場合,肥料成分が流出してし

まうので肥効が低下する｡ ③若干の悪臭は残るので,

住宅地付近での散布には注意を払う必要がある｡④

漏水を防ぐため,畦管理を十分にしなければならな

い｡⑤液肥を均一の濃度で散布するために,圃場の

均平化を十分に行わなければならない｡ただし,⑤

⑥は液肥利用に限ったことではなく,水稲栽培の基

本的作業である｡

(註14)現在の制度では,尿処理装置の建設費の半

額は農水省によって補助される｡
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